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東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご

家
族
と
も
ど
も
お
健
や
か

に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は
、

旧
年
中
、
真
摯
か
つ
積
極

的
に
防
衛
協
会
の
活
動
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
創
立
50
周
年
記
念
行

事
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し

て
は
特
段
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
世
界
の
安
全
保

障
環
境
は
シ
リ
ア
情
勢
、

イ
ス
ラ
ム
国
を
め
ぐ
る
中

東
諸
国
の
混
迷
化
、
頻
発

す
る
国
際
テ
ロ
に
加
え
て

北
朝
鮮
の
急
速
な
ミ
サ
イ

ル
開
発
の
進
展
な
ど
、
国

際
的
な
連
携
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
不

透
明
・
不
確
実
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

特
に
、
日
本
を
取
り
巻

く
情
勢
は
、
北
朝
鮮
に
よ

る
原
水
爆
実
験
と
度
重
な

る
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
が

こ
れ
ま
で
に
な
い
脅
威
を

感
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
国
に
よ

る
南
シ
ナ
海
で
の
不
法
行

為
や
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の

行
動
が
一
段
と
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
自

衛
隊
の
皆
様
は
、
周
辺
海

空
域
の
警
戒
監
視
や
海
外

任
務
は
も
と
よ
り
、
大
規

模
自
然
災
害
等
に
も
即
応

し
た
対
処
を
す
る
た
め
日
々

訓
練
に
精
励
さ
れ
て
い
ま

す
。昨

年
６
～
７
月
の
梅
雨

時
に
お
け
る
豪
雨
・
暴
風

雨
や
10
月
の
台
風
21
号
等

に
よ
り
全
国
各
地
で
多
く

の
災
害
が
発
生
し
た
際
も

災
害
救
助
等
で
大
い
に
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
外
で
は
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
の
平
和

と
安
定
の
た
め
、
米
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
は
じ

め
と
し
て
関
係
諸
国
と
の

防
衛
協
力
・
交
流
を
強
化

す
る
と
と
も
に
ソ
マ
リ
ア

沖
・
ア
デ
ン
湾
に
お
け
る

海
賊
対
処
行
動
は
国
際
的

に
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
国
内
外
で
の

活
動
に
よ
り
、
国
民
の
自

衛
隊
に
対
す
る
信
頼
と
期

待
、
自
衛
隊
を
支
援
す
る

防
衛
協
会
の
活
動
の
重
要

性
は
一
段
と
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
東
京
都
防
衛
協

会
は
「
国
民
の
防
衛
意
識

の
高
揚
を
図
り
防
衛
基
盤

の
育
成
強
化
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
自
衛
隊
を
支

援
・
協
力
し
て
そ
の
発
展

に
寄
与
」
す
る
と
い
う
本

会
の
使
命
達
成
に
向
か
っ

て
各
地
区
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衛
協
会
と
東

京
都
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協
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が
更
に
連
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を
深
め
、
会
勢
の
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
必
要

な
各
種
事
業
を
一
層
推
進

し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
各
協
会
の
ま

す
ま
す
の
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発
展
と
、
会

員
各
位
の
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多
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を
祈
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て
新
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の
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と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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。
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迎
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、
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。
東

京
都
防
衛
協
会
の
皆
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に
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か
れ
ま
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て
は
、
お
健

や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

東
京
地
本
は
、
昨
年
で

創
立
以
来
61
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
還
暦
を
越
え
た

初
年
度
、
職
員
一
同
が
初

心
に
帰
り
、
募
集
・
援
護
・

予
備
自
衛
官
等
の
業
務
に

邁
進
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、
過
去
に
例
の
な

い
内
容
と
頻
度
で
行
わ
れ

た
北
朝
鮮
の
核
兵
器
・
弾

道
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
実
験

を
始
め
、
日
本
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
環
境
は
、
よ

り
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
ま
た
東
京
に
お

い
て
は
、
首
都
直
下
地
震

や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ

う
な
大
規
模
な
震
災
の
発

生
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
、

国
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の
皆
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か
ら
こ
れ
ら

へ
の
対
処
を
期
待
さ
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る

自
衛
隊
の
果
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大
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な
も
の
と

な
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す
。
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、
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携
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の
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重
要
に
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も
の
と
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し
て
い

ま
す
。
現
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、
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業
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が
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厳
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況
に

あ
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ま
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が
、
「
全
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は

任
務
完
遂
の
た
め
」
と
の

方
針
の
下
、
今
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も
地
本

一
丸
と
な
っ
て
職
務
に
精

励
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様

に
は
、
是
非
と
も
有
為
な

人
材
確
保
の
た
め
の
情
報

提
供
を
切
に
お
願
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申
し

上
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第
で
す
。
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皆

様
に
は
、
お
健
や
か
に
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
１
都
６
県

の
防
衛
警
備
を
担
任
す
る

第
１
師
団
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
の
ご
厚
情
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
第
１
師

団
は
年
明
け
か
ら
半
年
間

に
わ
た
り
、
在
外
邦
人
等

保
護
措
置
・
在
外
邦
人
等

輸
送
の
待
機
任
務
を
維
持

し
て
国
際
活
動
任
務
に
備

え
る
と
と
も
に
、
災
害
派

遣
任
務
と
し
て
５
月
の
浜

松
市
で
の
山
林
火
災
で
の

消
火
活
動
、
そ
し
て
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
へ

の
入
浴
・
給
水
支
援
活
動

を
実
施
し
、
民
生
の
安
定

に
寄
与
致
し
ま
し
た
。

ま
た
主
要
訓
練
と
し
て

は
、
６
月
に
自
衛
隊
統
合

防
災
演
習
に
参
加
し
て
東

京
都
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、
甚

大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
災

害
対
処
能
力
を
高
め
ま
し

た
。
そ
し
て
９
月
に
は
師

団
と
し
て
東
富
士
演
習
場

で
は
15
年
ぶ
り
と
な
る
米

陸
軍
（
ア
ラ
ス
カ
州
に
駐

屯
す
る
歩
兵
旅
団
）
と
の

日
米
共
同
訓
練
（
オ
リ
エ

ン
ト
シ
ー
ル
ド
17
）
を
実

施
し
て
、
戦
術
技
量
及
び

日
米
両
部
隊
の
相
互
運
用

性
の
向
上
を
図
る
な
ど
、

師
団
と
し
て
の
任
務
遂
行

能
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
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、
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本
訓
練
は
第
34
普
通
科

連
隊
（
連
隊
長

山
之
内
１

佐
）
が
実
動
訓
練
（
Ｆ
Ｔ

Ｘ
）
の
担
任
部
隊
と
な
り
、

米
陸
軍
の
第
３
―
21
歩
兵

大
隊
（
大
隊
長

デ
イ
ビ
ス

中
佐
）
と
共
同
し
て
実
動

訓
練
を
実
施
し
、
機
能
別

訓
練
、
総
合
戦
闘
射
撃
、

市
街
地
戦
闘
、
ヘ
リ
ボ
ン

か
ら
の
攻
撃
等
に
よ
り
連

隊
・
大
隊
レ
ベ
ル
の
相
互

運
用
性
の
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
師
団
司
令
部
及
び

１
―
25
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
旅

団
戦
闘
団
司
令
部
は
指
揮

機
関
訓
練
（
Ｃ
Ｐ
Ｘ
）
を

行
い
、
日
米
共
同
作
戦
に

お
け
る
連
携
要
領
を
演
練

し
た
。
参
加
者
は
日
米
合

わ
せ
て
約
２
４
０
０
人
と

な
り
オ
リ
エ
ン
ト
シ
ー
ル

ド
史
上
最
大
規
模
と
な
っ

た
。11

日
、
訓
練
開
始
式
に

お
い
て
、
日
本
側
統
裁
官

（
第
１
師
団
長
）
は
「
部

隊
及
び
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が

与
え
ら
れ
た
任
務
を
見
事

に
完
遂
し
、
本
共
同
訓
練

を
通
じ
て
日
米
同
盟
が
よ

り
実
効
的
か
つ
強
固
な
も

の
へ
と
深
化
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
訓
示
し
た
。

ま
た
米
側
統
裁
官
（
在
日

米
陸
軍
司
令
官

ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
Ｆ
・
パ
ス
カ
レ
ッ

ト
少
将
）
は
「
日
米
同
盟

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
訓
練
で

は
互
い
に
学
び
、
切
磋
琢

磨
し
て
ほ
し
い
」
と
訓
示

し
、
両
部
隊
は
訓
練
の
成

功
を
誓
い
合
っ
た
。

Ｆ
Ｔ
Ｘ

12
日
か
ら
18
日
の
間
、

日
米
両
部
隊
は
東
富
士
演

習
場
に
お
い
て
各
直
轄
小

隊
が
相
互
の
技
術
交
流
及

び
連
携
要
領
を
演
練
す
る

機
能
別
訓
練
を
、
各
普
通

科
中
隊
が
市
街
地
戦
闘
訓

練
、
ヘ
リ
ボ
ン
に
引
き
続

く
共
同
攻
撃
要
領
及
び
共

同
総
合
戦
闘
射
撃
（
Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｘ
）
を
演
練
し
た
。

ま
た
、
19
日
か
ら
22
日
の

間
は
実
動
訓
練
の
集
大
成

で
あ
る
総
合
訓
練
に
お
い

て
日
米
両
部
隊
は
、
富
士

地
区
か
ら
オ
リ
エ
ン
ト
シ
ー

ル
ド
初
と
な
る
方
面
区
を

ま
た
ぐ
長
距
離
機
動
展
開

を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

指
揮
系
統
に
従
い
、
相
互

に
必
要
な
調
整
を
行
い
な

が
ら
、
最
終
目
標
（
市
街

地
）
を
確
保
す
る
な
ど
、

共
同
攻
撃
要
領
に
つ
い
て

演
練
し
た
。

Ｃ
Ｐ
Ｘ

師
団
司
令
部
及
び
１
―

25
旅
団
司
令
部
は
Ｃ
Ｐ
Ｘ

に
お
い
て
、
日
米
共
同
作

戦
計
画
を
立
案
す
る
と
と

も
に
、
米
軍
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
用
い

た
戦
闘
指
導
に
よ
り
日
米

共
同
作
戦
計
画
の
検
証
等

を
行
い
、
日
米
の
共
同
作

戦
に
お
け
る
連
携
要
領
を

演
練
し
た
。
日
米
両
司
令

部
は
日
々
綿
密
な
調
整
を

複
数
回
重
ね
、
師
・
旅
団

レ
ベ
ル
で
は
訓
練
経
験
の

少
な
い
、
日
米
共
同
作
戦

計
画
を
完
整
さ
せ
た
。

22
日
、
日
米
合
同
作
戦

会
議
に
お
い
て
日
米
両
指

揮
官
が
、
じ
後
の
作
戦
構

想
に
つ
い
て
決
心
し
た
時

点
を
も
っ
て
、
状
況
を
終

了
し
た
。

第
１
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

町
中
１
佐
）
は
10
月

18
日
、
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者

墓
苑
に
お
い
て
平
成
29
年

度
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑

秋
季
慰
霊
祭
に
伴
う
部
隊

拝
礼
を
実
施
し
、
墓
苑
に

安
置
さ
れ
て
い
る
36
万
余

り
の
御
柱
を
は
じ
め
、
先

の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

全
て
の
戦
没
者
に
対
し
鎮

魂
の
祈
り
を
込
め
た
儀
仗

を
行
っ
た
。

（
師
団

広
報
班
）
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６
月
２
日
（
金
）
か
ら

３
日
（
土
）
の
間
、
府
中

基
地
に
お
い
て
開
庁
60
周

年
記
念
行
事
等
と
し
て
式

典
等
の
様
々
な
行
事
が
挙

行
さ
れ
た
。

航
空
自
衛
隊
府
中
基
地

は
、
昭
和
32
年
、
在
日
米

軍
が
進
駐
す
る
こ
の
地
に

「
航
空
集
団
司
令
部
」
及

び
「
航
空
保
安
管
制
気
象

群
」
の
二
個
部
隊
、
総
勢

70
名
を
持
っ
て
開
庁
さ
れ

た
。
そ
こ
か
ら
数
回
の
部

隊
改
編
等
を
経
て
、
現
在
、

航
空
気
象
群
を
基
地
業
務

担
任
部
隊
と
し
た
、
航
空

支
援
集
団
司
令
部
及
び
航

空
開
発
実
験
集
団
司
令
部

の
二
つ
の
司
令
部
が
所
在

す
る
基
地
と
し
て
半
世
紀

以
上
の
歴
史
を
府
中
に
刻

ん
で
き
た
。

今
年
度
、
航
空
自
衛
隊

府
中
基
地
が
開
庁
か
ら
60

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

記
念
行
事
等
を
執
り
お
こ

な
う
べ
く
、
基
地
所
在
部

隊
等
が
一
丸
と
な
り
前
年

度
か
ら
の
一
年
を
か
け
て

各
種
準
備
を
行
っ
て
き
た
。

６
月
２
日
の
追
悼
式
か

ら
始
ま
り
、
御
来
賓
を
迎

え
て
の
記
念
式
典
及
び
記

念
植
樹
、
夕
方
か
ら
は
多

数
の
参
加
者
を
賜
り
記
念

祝
賀
会
を
盛
大
に
執
り
お

こ
な
っ
た
。

翌
６
月
３
日
は
平
素
よ

り
府
中
基
地
の
活
動
に
ご

理
解
及
び
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
府
中
市
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
団
体
及

び
業
務
管
理
講
習
所
の
講

師
等
の
個
人
を
お
招
き
し

感
謝
状
及
び
記
念
品
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
９
時
か
ら
15
時
ま
で

の
間
、
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス

タ
と
称
し
、
府
中
基
地
を

一
般
の
方
々
に
開
放
し
、

OH
‐
６
、
T
‐
４
、
U
１

２
５
及
び
C
‐
２
に
よ
る

展
示
飛
行
や
装
備
品
の
展

示
並
び
に
自
衛
隊
グ
ッ
ズ

の
販
売
等
を
行
い
約
１
万

人
の
来
場
者
を
迎
え
、
基

地
協
力
者
及
び
近
隣
住
民

と
と
も
に
60
年
の
歴
史
を

皆
で
祝
う
こ
と
が
で
き
た
。

気
象
群
監
理
部
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２
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記 念 植 樹記 念 植 樹

オープンフェスタオープンフェスタ

日
米
の
絆

更
な
る
強
化

日
米
の
絆

更
な
る
強
化

相
互
運
用
性
の
向
上
を
図
る

相
互
運
用
性
の
向
上
を
図
る

第
１
師
団
（
師
団
長

柴
田
陸
将
）
及
び
米
陸
軍

第
１
―
25
旅
団
は
９
月
８
日
か
ら
25
日
ま
で
の
間
、

滝
ヶ
原
駐
屯
地
、
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）
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日
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本
は
「
働
く
く
る
ま
部
門
」

に
、
東
京
消
防
庁
、
警
視

庁
等
と
と
も
に
車
両
展
示
を

メ
イ
ン
と
し
た
広
報
ブ
ー

ス
を
出
展
し
た
。

台
風
22
号
が
近
づ
い
て
い

る
大
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
を

訪
れ
た
約
15
万
８
千
人
の
内
、

約

８

万

人

も

の

人

々

が

「
働
く
く
る
ま
・
珍
し
い

く
る
ま
大
集
合
！
」
の
コ
ー

ナ
ー
に
来
場
し
た
。

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
陸

自
第
１
普
通
科
連
隊
第
３
中

隊
（
練
馬
）
の
支
援
を
受

け
、
軽
装
甲
機
動
車
、
高

機
動
車
及
び
偵
察
用
バ
イ
ク

を
展
示
し
た
。
ブ
ー
ス
に

訪
れ
た
来
場
者
は
、
高
機

動
車
に
乗
っ
た
り
、
偵
察

用
オ
ー
ト
バ
イ
に
跨
っ
た

り
し
て
、
決
め
ポ
ー
ズ
で

写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、
災
害
派
遣
活
動
や

自
衛
隊
装
備
品
の
パ
ネ
ル
展

示
及
び
制
服
等
の
試
着
コ
ー

ナ
ー
は
、
若
者
や
家
族
連

れ
に
人
気
で
、
制
服
等
を

試
着
し
装
備
品
の
前
で
記
念

撮
影
を
す
る
姿
が
多
く
見
受

け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
海

自
横
須
賀
地
方
総
監
部
の
協

力
に
よ
る
護
衛
艦
「
ひ
ゅ

う
が
」
の
模
型
及
び
南
極

の
氷
や
石
の
展
示
に
は
、

興
味
を
持
っ
た
人
々
が
珍

し
そ
う
に
触
れ
な
が
ら
質
問

し
た
り
、
写
真
を
撮
る
な

ど
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

た
。
来
場
者
か
ら
は
「
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」

と
い
う
励
ま
し
の
声
を
多
数

頂
い
た
。

東
京
地
本
は
、
今
後
も

多
く
の
一
般
市
民
と
触
れ
合

う
こ
と
が
出
来
る
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
活

用
し
、
多
く
の
方
々
に
自

衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

く
と
し
て
い
る
。

東
京
地
本
北
地
域
事
務
所

は
、
平
成
29
年
９
月
３
日

か
ら
５
日
ま
で
の
間
、
大

東
文
化
大
学
と
中
京
大
学
の

教
諭
、
学
生
26
名
が
参
加

す
る
合
同
の
沖
縄
研
修
に
同

行
し
、
自
衛
隊
関
係
施
設

の
研
修
を
支
援
し
た
。
本

研
修
は
、
国
際
情
勢
及
び

現
在
の
安
全
保
障
環
境
に
つ

い
て
学
ぶ
学
生
が
、
沖
縄

県
民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
、
合
同
ゼ
ミ
に
お
け

る
発
表
や
討
議
を
行
っ
て

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
も

の
で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
一
環
と
し
て
昨
年

も
実
施
し
て
い
る
。

今
年
は
東
京
地
本
が
部
隊

見
学
等
の
計
画
及
び
調
整
を

担
任
し
た
。

研
修
支
援
の
内
容
は
、

那
覇
駐
屯
地
部
隊
見
学
と
沖

縄
本
島
に
お
け
る
史
跡
研
修

で
あ
り
、
那
覇
駐
屯
地
に

お
い
て
、
自
衛
隊
及
び
那

覇
駐
屯
地
の
概
要
説
明
、

沖
縄
戦
史
の
講
義
、
装
備

品
展
示
、
体
験
搭
乗
及
び

体
験
喫
食
を
行
っ
た
。
特

に
、
沖
縄
戦
史
の
講
義
に

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
学
生
及
び
教
授
も

満
足
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
東
京
地
本
北
地

域
事
務
所
長
が
案
内
役
と
な

り
、
首
里
城
公
園
内
の
第

32
軍
司
令
部
跡
、
嘉
数
台

公
園
に
お
い
て
、
展
望
台

か
ら
地
形
を
概
観
し
、
現

地
の
戦
術
的
価
値
等
を
説
明

し
た
。
ま
た
、
旧
日
本
軍

の
ト
ー
チ
カ
（
コ
ン
ク
リ
ー

ト
等
で
構
築
し
た
拠
点
）

や
塹
壕
跡
を
見
学
し
、
説

明
及
び
質
疑
応
答
を
行
っ

た
。研

修
中
、
自
衛
隊
の
抑

止
力
と
し
て
の
重
要
性
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
熱
く

語
る
学
生
も
あ
り
、
来
年

度
も
合
同
研
修
の
実
施
を
望

む
声
が
目
立
っ
た
。
な
お
、

今
回
の
研
修
参
加
を
機
に
３

名
の
学
生
が
自
衛
隊
を
志
願

し
た
こ
と
は
、
所
長
に
と
っ

て
一
番
の
労
い
の
出
来
事
と

な
っ
た
。

東
京
地
本
北
地
域
事
務
所

は
、
今
後
も
積
極
的
に
学

生
の
部
隊
見
学
を
計
画
し
て
、

募
集
対
象
者
等
に
自
衛
隊
の

重
要
性
や
魅
力
を
積
極
的
に

伝
え
て
い
く
と
し
て
い
る
。

（
東
京
地
本
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本
市
防
衛
協
会
は
、
昭

和
56
年
に
「
保
谷
市
防
衛

協
会
」
と
し
て
発
足
し
、

防
衛
意
識
の
普
及
高
揚
を

図
る
と
共
に
、
市
民
ま
つ

り
・
防
災
訓
練
・
部
隊
見

学
な
ど
へ
の
参
加
を
通
じ
、

自
衛
隊
の
激
励
支
援
を
行

い
、
以
っ
て
我
が
国
の
平

和
と
繁
栄
に
貢
献
す
べ
く

活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
度
当
協
会
で
は
、

自
衛
隊
支
援
事
業
の
一
環

と
し
て
、
本
年
度
、
自
衛

官
募
集
の
た
め
の
看
板
製

作
費
を
予
算
計
上
し
、
完

成
し
た
看
板
を
８
月
30
日

に
西
東
京
地
域
事
務
所
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

看
板
は
全
部
で
13
枚
で
、

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
事
務
所
の
担
当
者
か
ら

要
望
を
聞
き
業
者
に
発
注
、

材
料
は
ア
ル
ミ
製
（
縦
60

㎝
、
横
80
㎝
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
看
板
に
つ
い

て
、
同
事
務
所
で
は
、
市

内
20
数
箇
所
の
既
設
の
う

ち
一
部
老
朽
化
し
て
い
る

も
の
か
ら
順
次
付
け
替
え

（
更
新
）
を
行
う
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
設
を

計
画
す
る
場
所
は
、
出
来

る
だ
け
人
通
り
が
多
い
、

周
辺
に
高
等
学
校
や
大
学

が
あ
る
通
学
路
な
ど
を
考

え
て
お
り
、
当
協
会
と
し

て
も
民
有
地
（
関
係
地
主
）

の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う

働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

会
長

山
田
忠
昭

５
月
の
総
会
で
は
、
東

京
都
防
衛
協
会
創
立
50
周

年
記
念
表
彰
状
の
伝
達
を

実
施
す
る
と
共
に
、
自
衛

官
募
集
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
会
員
に
配
布
し
て
自

衛
官
募
集
の
支
援
協
力
依

頼
を
行
っ
た
。

８
月
の
富
士
総
合
火
力

演
習
見
学
に
は
、
新
会
員

及
び
市
民
か
ら
人
選
し
た

40
名
が
参
加
し
て
島
嶼
防

衛
の
部
隊
展
開
等
を
見
学

し
た
。
そ
の
帰
路
車
中
で

当
会
の
目
的
や
活
動
状
況

等
の
説
明
を
し
て
入
会
を

勧
誘
し
た
と
こ
ろ
そ
の
場

で
６
名
が
入
会
さ
れ
た
。

個
人
会
員
募
集
は
、
年

間
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
実
施
し
、
今

年
度
は
36
名
が
入
会
し
た
。

ま
た
、
法
人
会
員
の
募

集
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

の
活
動
重
点
項
目
と
し
て

役
員
会
に
諮
り
役
員
等
に

依
頼
し
、
会
勢
拡
大
に
努

め
て
い
る
。

防
衛
意
識
の
普
及
等
広

報
活
動
の
一
環
と
し
て
、

２
月
に
は
都
協
会
に
講
師

派
遣
を
依
頼
し
ロ
ー
タ
リ

ク
ラ
ブ
で
講
演
会
を
予
定

し
て
い
る
。

自
衛
隊
に
関
す
る
会
員

及
び
市
民
の
見
聞
を
広
め

る
た
め
に
防
災
航
空
祭
等

の
部
隊
行
事
に
は
積
極
的

に
参
加
す
る
よ
う
に
傾
注

し
て
き
た
。

会
長

倉
林
辰
雄

私
達
板
橋
区
防
衛
協
会

会
員
は
、
会
員
約
２
１
０

名
、
様
々
な
職
業
を
持
ち
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
々
、

内
女
性
会
員
も
30
名
程
お

り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
協

会
で
す
。

主
な
行
事
と
し
て
、
陸

上
自
衛
隊
練
馬
駐
屯
地
を

通
じ
て
の
創
立
記
念
日
・

納
涼
祭
、
富
士
総
合
火
力

演
習
・
観
閲
式
・
音
楽
ま

つ
り
と
、
年
間
を
通
じ
大

体
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、

総
合
火
力
演
習
に
つ
い
て

は
、
毎
年
、
観
光
バ
ス
１

台
約
40
名
を
連
れ
て
い
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
板
橋
区
で
実
施

す
る
、
区
内
各
地
区
の
中

か
ら
一
地
区
を
選
ん
で
年

一
回
実
施
す
る
「
板
橋
区

重
点
地
区
総
合
防
災
訓
練
」

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

坂
本
板
橋
区
長
隊
長
の

下
、
区
危
機
管
理
室
の
実

施
で
、
今
年
は
第
１
普
通

科
連
隊
に
出
動
し
て
頂
き
、

災
害
時
の
炊
き
出
し
を
実

演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
地

区
の
出
動
人
数
約
６
０
０

名
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ

て
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。

東
京
地
本
北
地
域
事
務
所

も
ブ
ー
ス
を
張
り
、
災
害

活
動
の
写
真
パ
ネ
ル
も
展

示
し
て
、
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。
我
々
が
こ
の

防
災
訓
練
に
参
加
し
て
18

年
に
な
り
ま
す
が
、
と
て

も
良
い
経
験
に
な
る
と
と

も
に
協
会
の
例
年
予
算
の

中
か
ら
板
橋
区
に
災
害
支

援
金
と
し
て
毎
年
寄
付
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
と
い
う
言

葉
が
多
く
出
て
い
る
昨
今

で
す
が
、
備
え
あ
れ
ば
・
・

と
い
う
よ
う
に
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
に
自
衛
隊
の
皆
様

を
側
面
か
ら
応
援
し
つ
つ
、

皆
さ
ん
と
協
力
し
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長

瀬
尾
正
弘

陸
上
自
衛
隊
小
平
駐
屯

地
創
立
63
周
年
及
び
小
平

学
校
創
立
17
周
年
記
念
行

事
が
平
成
29
年
11
月
18
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
市

防
衛
協
会
は
共
催
者
と
し

て
協
力
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
中
か
ら

雨
と
い
う
予
報
は
当
た
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
冬
到

来
の
寒
さ
の
中
、
多
く
の

参
会
者
が
続
々
と
式
典
会

場
に
集
い
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
参
会
者
及

び
隊
員
総
勢
約
７
７
０
名

の
中
、
各
部
署
ご
と
に
隊

員
が
整
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
指
揮
官
の
も
と
、
一
糸

乱
れ
ぬ
一
挙
手
一
投
足
に

凛
と
し
た
空
気
が
漲
る
中
、

11
時
15
分
開
式
。
駐
屯
地

司
令
（
兼
ね
て
小
平
学
校

長
）
工
藤
天
彦
陸
将
補
の

式
辞
で
始
ま
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
今
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
小
選
挙
区
で
当
選
さ
れ

た
地
元
選
出
の
松
本
洋
平

議
員
、
比
例
代
表
で
当
選

さ
れ
た
末
松
義
規
議
員
、

そ
れ
と
今
年
は
嘗
て
小
平

学
校
で
語
学
教
育
等
で
お

世
話
に
な
っ
た
と
い
う
、

佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
が

臨
席
さ
れ
、
各
議
員
か
ら

お
祝
い
を
兼
ね
た
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
祝
賀
会

食
に
お
い
て
は
、
工
藤
学

校
長
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
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挨
拶
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続
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、
川
里
春
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会
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催
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し
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挨
拶
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駐
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OB
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武
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祝
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約
３
６

０
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藹
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鋭
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挨
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司
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で
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所
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を
聞
き
業
者
に
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と
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（
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と
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坂
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下
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管
理
室
の
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で
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今
年
は
第
１
普
通

科
連
隊
に
出
動
し
て
頂
き
、

災
害
時
の
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き
出
し
を
実

演
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て
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き
ま
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。
地
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の
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数
約
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く
頂
き
ま
し
た
。

東
京
地
本
北
地
域
事
務
所

も
ブ
ー
ス
を
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、
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害

活
動
の
写
真
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ル
も
展

示
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、
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衛
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を
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し
ま
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訓
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に
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り
ま
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が
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て

も
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い
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に
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る
と
と

も
に
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の
例
年
予
算
の
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橋
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に
災
害
支
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金
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寄
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頂
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安
全
・
安
心
と
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う
言

葉
が
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出
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る
昨
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が
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え
あ
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ば
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よ
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に
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に
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を
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ら
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援
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つ
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、
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ん
と
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て

い
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た
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と
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ま
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長
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上
自
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屯

地
創
立
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及
び
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立
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記
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成
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に
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ま
し
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。
当
市
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は
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催
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と
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い
ま
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。

当
日
は
、
午
前
中
か
ら

雨
と
い
う
予
報
は
当
た
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
冬
到

来
の
寒
さ
の
中
、
多
く
の

参
会
者
が
続
々
と
式
典
会

場
に
集
い
ま
し
た
。

会
場
内
は
、
参
会
者
及

び
隊
員
総
勢
約
７
７
０
名

の
中
、
各
部
署
ご
と
に
隊

員
が
整
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
指
揮
官
の
も
と
、
一
糸

乱
れ
ぬ
一
挙
手
一
投
足
に

凛
と
し
た
空
気
が
漲
る
中
、

11
時
15
分
開
式
。
駐
屯
地

司
令
（
兼
ね
て
小
平
学
校

長
）
工
藤
天
彦
陸
将
補
の

式
辞
で
始
ま
り
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
今
年
の

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
小
選
挙
区
で
当
選
さ
れ

た
地
元
選
出
の
松
本
洋
平

議
員
、
比
例
代
表
で
当
選

さ
れ
た
末
松
義
規
議
員
、

そ
れ
と
今
年
は
嘗
て
小
平

学
校
で
語
学
教
育
等
で
お

世
話
に
な
っ
た
と
い
う
、

佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
が

臨
席
さ
れ
、
各
議
員
か
ら

お
祝
い
を
兼
ね
た
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
の
祝
賀
会

食
に
お
い
て
は
、
工
藤
学

校
長
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
挨
拶
に
続
き
、
川
里
春

治
会
長
の
共
催
者
と
し
て

の
挨
拶
等
が
あ
り
、
小
平

駐
屯
地
OB
会
の
清
武
会
中

村
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
に

入
り
ま
し
た
。

隊
員
を
含
め
て
約
３
６

０
人
の
参
会
者
は
そ
れ
ぞ

れ
和
気
藹
々
の
歓
談
の
う

ち
、
最
後
は
、
精
鋭
3
名

の
隊
員
の
リ
ー
ド
で
小
平

学
校
の
校
歌
を
合
唱
し
、

小
平
隊
友
会
有
村
会
長
の

締
め
の
挨
拶
で
今
年
も
盛

会
裡
の
う
ち
、
無
事
に
お

開
き
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
記
念
式
典
の
前

に
別
室
に
お
い
て
、
当
市

防
衛
協
会
理
事
と
清
武
会

理
事
の
各
１
名
に
対
し
、

工
藤
司
令
よ
り
陸
上
自
衛

隊
小
平
駐
屯
地
へ
の
協
力

に
対
し
て
感
謝
状
を
賜
り

ま
し
た
。

広
報
部
長

磯
野
政
雄

（３） 東京都防衛協会会報（７号） 平成３０年１月１日（３） 東京都防衛協会会報（７号） 平成３０年１月１日

地区防衛協会コーナー地区防衛協会コーナー

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
、

平
成
29
年
11
月
５
日
初
来

日
に
降
り
立
っ
た
米
空
軍

横
田
基
地
は
、
福
生
市
・

立
川
市
・
昭
島
市
・
羽
村

市
・
武
蔵
村
山
市
・
瑞
穂

町
の
５
市
１
町
に
ま
た
が

る
国
内
最
大
級
の
基
地
で
、

福
生
の
面
積
に
占
め
る
割

合
は
市
の
32
％
に
な
り
ま

す
。福

生
市
防
衛
協
会
は
、

昭
和
43
年
に
福
生
町
自
衛

隊
協
力
会
と
し
て
発
足
、

平
成
30
年
に
創
立
50
年
を

迎
え
ま
す
。
現
在
の
会
員

数
は
５
５
０
名
で
す
。

近
年
の
課
題
と
し
て
は

会
員
の
高
齢
化
等
が
あ
り
、

青
年
層
の
拡
大
に
シ
フ
ト

を
置
き
、
青
年
部
を
平
成

16
年
に
立
ち
上
げ
て
、
若

返
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
女
性
部
を
平
成

18
年
に
立
ち
上
げ
、
現
在

の
部
員
数
は
１
０
０
名
強
、

各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

平
成
24
年
に
航
空
自
衛

隊
が
府
中
基
地
よ
り
横
田

基
地
へ
移
転
以
来
、
密
接

な
関
係
を
築
き
、
今
年
も

当
会
の
総
会
７
月
14

日

（
金
）
開
催
に
は
基
地
司

令
よ
り
我
が
国
の
防
衛
・

防
空
等
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

９
月
17
日
（
日
）
に
横

田
基
地
で
行
わ
れ
た
日
米

友
好
祭
で
は
、
今
年
も
当

会
女
性
部
と
瑞
穂
町
防
衛

協
会
女
性
部
が
合
同
で
参

加
。
あ
い
に
く
の
台
風
接

近
中
で
し
た
が
、
広
い
格

納
庫
内
で
の
「
日
米
友
好

踊
り
（
盆
踊
り
）
」
で
、

自
衛
隊
員
・
米
軍
関
係
者
・

一
般
の
来
場
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
踊
り
友
好
を
深

め
ま
し
た
。

例
年
秋
季
に
行
わ
れ
る

福
生
市
防
災
訓
練
に
は
、

本
年
は
災
害
時
福
生
市
地

域
を
担
当
す
る
第
１
師
団

第
１
施
設
大
隊
と
共
に
炊

き
出
し
訓
練
に
参
加
予
定

で
し
た
が
衆
議
院
選
挙
の

投
票
日
と
重
な
り
中
止
、

航
空
観
閲
式
見
学
も
台
風

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
努
め
て
機

会
を
得
て
各
種
行
事
へ
の

参
加
を
促
進
し
、
防
衛
協

会
の
目
的
達
成
に
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

会
長

山
崎
皓
久

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
、

平
成
29
年
11
月
５
日
初
来

日
に
降
り
立
っ
た
米
空
軍

横
田
基
地
は
、
福
生
市
・

立
川
市
・
昭
島
市
・
羽
村

市
・
武
蔵
村
山
市
・
瑞
穂

町
の
５
市
１
町
に
ま
た
が

る
国
内
最
大
級
の
基
地
で
、

福
生
の
面
積
に
占
め
る
割

合
は
市
の
32
％
に
な
り
ま

す
。福

生
市
防
衛
協
会
は
、

昭
和
43
年
に
福
生
町
自
衛

隊
協
力
会
と
し
て
発
足
、

平
成
30
年
に
創
立
50
年
を

迎
え
ま
す
。
現
在
の
会
員

数
は
５
５
０
名
で
す
。

近
年
の
課
題
と
し
て
は

会
員
の
高
齢
化
等
が
あ
り
、

青
年
層
の
拡
大
に
シ
フ
ト

を
置
き
、
青
年
部
を
平
成

16
年
に
立
ち
上
げ
て
、
若

返
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
女
性
部
を
平
成

18
年
に
立
ち
上
げ
、
現
在

の
部
員
数
は
１
０
０
名
強
、

各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

平
成
24
年
に
航
空
自
衛

隊
が
府
中
基
地
よ
り
横
田

基
地
へ
移
転
以
来
、
密
接

な
関
係
を
築
き
、
今
年
も

当
会
の
総
会
７
月
14

日

（
金
）
開
催
に
は
基
地
司

令
よ
り
我
が
国
の
防
衛
・

防
空
等
に
つ
い
て
講
演
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

９
月
17
日
（
日
）
に
横

田
基
地
で
行
わ
れ
た
日
米

友
好
祭
で
は
、
今
年
も
当

会
女
性
部
と
瑞
穂
町
防
衛

協
会
女
性
部
が
合
同
で
参

加
。
あ
い
に
く
の
台
風
接

近
中
で
し
た
が
、
広
い
格

納
庫
内
で
の
「
日
米
友
好

踊
り
（
盆
踊
り
）
」
で
、

自
衛
隊
員
・
米
軍
関
係
者
・

一
般
の
来
場
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
踊
り
友
好
を
深

め
ま
し
た
。

例
年
秋
季
に
行
わ
れ
る

福
生
市
防
災
訓
練
に
は
、

本
年
は
災
害
時
福
生
市
地

域
を
担
当
す
る
第
１
師
団

第
１
施
設
大
隊
と
共
に
炊

き
出
し
訓
練
に
参
加
予
定

で
し
た
が
衆
議
院
選
挙
の

投
票
日
と
重
な
り
中
止
、

航
空
観
閲
式
見
学
も
台
風

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
努
め
て
機

会
を
得
て
各
種
行
事
へ
の

参
加
を
促
進
し
、
防
衛
協

会
の
目
的
達
成
に
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。

会
長

山
崎
皓
久

東
村
山
市

東
村
山
市

西
東
京
市

西
東
京
市

小

平

市

小

平

市

板

橋

区

板

橋

区

福

生

市

福

生

市

シ
リ
ー
ズ
「
地
区
協
会
の
素
顔
」

シ
リ
ー
ズ
「
地
区
協
会
の
素
顔
」

東京都青年部会では、10月15日、昨年同様に

“第２回立川展示ヘリ清掃プログラム”を実施し

ました、今年も“立川防災航空祭”に来てくださっ

たお客様にピカピカの飛行機を見て頂こうという

趣旨です。立川駐屯地には 回転翼と固定翼２機

ずつ展示してありますが、その４機をワックス掛

けします。

駐屯地内展示の為、準備を３カ月前から始め１

カ月前には作業人名簿を提出せねばならず、３カ

月後の天気を

考えながら、

参加者のモチ

ベーションを

維持するのは

大変です。

昨年同様雨

の日が続き随

分心配をしま

したが当日は天気が回復したのは幸いでした。

お陰様で参加者14人が楽しく作業が出来ました。

立川駐屯地広報室には大変お世話に成り有難う

ございました。 会長 小山茂夫

東京都青年部会では、10月15日、昨年同様に

“第２回立川展示ヘリ清掃プログラム”を実施し

ました、今年も“立川防災航空祭”に来てくださっ

たお客様にピカピカの飛行機を見て頂こうという

趣旨です。立川駐屯地には 回転翼と固定翼２機

ずつ展示してありますが、その４機をワックス掛

けします。

駐屯地内展示の為、準備を３カ月前から始め１

カ月前には作業人名簿を提出せねばならず、３カ

月後の天気を

考えながら、

参加者のモチ

ベーションを

維持するのは

大変です。

昨年同様雨

の日が続き随

分心配をしま

したが当日は天気が回復したのは幸いでした。

お陰様で参加者14人が楽しく作業が出来ました。

立川駐屯地広報室には大変お世話に成り有難う

ございました。 会長 小山茂夫

ピカピカの展示ヘリに大満足！ピカピカの展示ヘリに大満足！

富士総合火力演習見学者一同富士総合火力演習見学者一同

日米友好踊り（盆踊り）を楽しむ

女性会員

日米友好踊り（盆踊り）を楽しむ

女性会員

富士総合火力演習参加者一同富士総合火力演習参加者一同

小平駐屯地創立63周年及び小平学校

創立17周年記念式典会場風景

小平駐屯地創立63周年及び小平学校

創立17周年記念式典会場風景

川久保所長（中央）へ山田会長

以下役員と共に贈呈

川久保所長（中央）へ山田会長

以下役員と共に贈呈



八
王
子
市
は
東
京
の
西

方
に
位
置
し
ま
す
。
広
さ

は
山
手
線
内
地
域
の
３
倍

の
大
き
さ
で
東
京
駅
か
ら

中
央
線
で
１
時
間
で
す
。

八
王
子
市
民
の
多
く
は
都

内
に
行
く
と
き
は
東
京
へ

行
っ
て
き
ま
す
と
言
い
ま

す
が
、
東
京
人
で
あ
っ
て

ち
ょ
っ
と
違
う
八
王
子
人

の
気
質
が
あ
り
ま
す
。

人
口
は
58
万
人
。
昨
年

平
成
29
年
は
市
制
１
０
０

年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念

式
典
の
９
月
16
日
に
は
航

空
自
衛
隊
の
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
に
祝
賀
飛
行
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

国
史
跡
「
八
王
子
城
」

は
、
戦
国
時
代
、
小
田
原

北
条
氏
の
三
代
目
氏
康
の

三
男
の
氏
照
が
築
い
た
山

城
で
、
関
東
屈
指
の
山
城

と
言
わ
れ
て
お
り
日
本
１

０
０
名
城
に
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
史
跡
内
に

あ
る
八
王
子
神
社
は
氏
照

が
城
の
守
護
神
と
し
た
牛

頭
天
皇
の
８
人
の
王
子
神

（
八
王
子
権
現
）
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
城
の
名
称
や

八
王
子
の
地
名
の
由
来
と

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
王
子
城
は
、
秀
吉
の
関

東
制
圧
の
一
環
で
天
正
18

（
１
５
９
０
）
年
、
前
田

利
家
、
上
杉
景
勝
軍
に
よ
っ

て
落
城
し
ま
し
た
。

八
王
子
市
は
岩
盤
の
上

に
乗
っ
て
い
る
の
で
地
震

に
強
い
こ
と
も
あ
り
、
大

正
天
皇
・
貞
明
皇
后
の
御

陵
、
昭
和
天
皇
・
香
淳
皇

后
の
御
陵
の
４
陵
が
あ
り

ま
す
。
今
上
天
皇
の
御
陵

も
造
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

毎
年
、
八
王
子
防
衛
関

係
団
体
で
は
12
月
に
御
陵

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
御
陵
の
西
に
は
ミ

シ
ュ
ラ
ン
で
三
ツ
星
を
も

ら
っ
た
年
間
３
０
０
万
人

の
登
山
客
が
あ
る
東
京
か

ら
１
時
間
で
来
ら
れ
る
天

狗
の
お
山
、
高
尾
山
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。

８
月
夏
の
盛
り
に
は
多

賀
神
社
、
八
幡
神
社
の
御

祭
礼
の
八
王
子
祭
り
が
あ

り
、
18
台
の
彫
刻
山
車
が

甲
州
街
道
を
中
心
と
し
て

囃
子
の
音
で
町
中
が
鳴
り

響
く
３
日
間
の
祭
り
で
す
。

秋
の
11
月
に
は
多
摩
御

陵
の
参
道
に
沿
っ
て
植
え

た
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え

た
７
５
０
本
の
銀
杏
の
樹

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
い

ち
ょ
う
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
、
黄
色
く
紅
葉
し
た
銀

杏
の
樹
の
下
、
市
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２

日
間
で
40
万
人
の
人
出
に

な
り
ま
す
。

私
達
八
王
子
市
防
衛
協

会
も
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐

屯
地
施
設
中
隊
、
航
空
自

衛
隊
横
田
基
地
の
ご
協
力

を
得
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
15
年
に
な
り
ま

す
。
防
衛
協
会
と
し
て
自

衛
隊
の
後
方
支
援
と
し
て

自
衛
隊
と
市
民
の
架
け
橋

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

会
長

森
上
秀
男

八
王
子
市
は
東
京
の
西

方
に
位
置
し
ま
す
。
広
さ

は
山
手
線
内
地
域
の
３
倍

の
大
き
さ
で
東
京
駅
か
ら

中
央
線
で
１
時
間
で
す
。

八
王
子
市
民
の
多
く
は
都

内
に
行
く
と
き
は
東
京
へ

行
っ
て
き
ま
す
と
言
い
ま

す
が
、
東
京
人
で
あ
っ
て

ち
ょ
っ
と
違
う
八
王
子
人

の
気
質
が
あ
り
ま
す
。

人
口
は
58
万
人
。
昨
年

平
成
29
年
は
市
制
１
０
０

年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念

式
典
の
９
月
16
日
に
は
航

空
自
衛
隊
の
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
に
祝
賀
飛
行
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

国
史
跡
「
八
王
子
城
」

は
、
戦
国
時
代
、
小
田
原

北
条
氏
の
三
代
目
氏
康
の

三
男
の
氏
照
が
築
い
た
山

城
で
、
関
東
屈
指
の
山
城

と
言
わ
れ
て
お
り
日
本
１

０
０
名
城
に
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
史
跡
内
に

あ
る
八
王
子
神
社
は
氏
照

が
城
の
守
護
神
と
し
た
牛

頭
天
皇
の
８
人
の
王
子
神

（
八
王
子
権
現
）
が
祀
ら

れ
て
お
り
、
城
の
名
称
や

八
王
子
の
地
名
の
由
来
と

な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
王
子
城
は
、
秀
吉
の
関

東
制
圧
の
一
環
で
天
正
18

（
１
５
９
０
）
年
、
前
田

利
家
、
上
杉
景
勝
軍
に
よ
っ

て
落
城
し
ま
し
た
。

八
王
子
市
は
岩
盤
の
上

に
乗
っ
て
い
る
の
で
地
震

に
強
い
こ
と
も
あ
り
、
大

正
天
皇
・
貞
明
皇
后
の
御

陵
、
昭
和
天
皇
・
香
淳
皇

后
の
御
陵
の
４
陵
が
あ
り

ま
す
。
今
上
天
皇
の
御
陵

も
造
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

毎
年
、
八
王
子
防
衛
関

係
団
体
で
は
12
月
に
御
陵

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
御
陵
の
西
に
は
ミ

シ
ュ
ラ
ン
で
三
ツ
星
を
も

ら
っ
た
年
間
３
０
０
万
人

の
登
山
客
が
あ
る
東
京
か

ら
１
時
間
で
来
ら
れ
る
天

狗
の
お
山
、
高
尾
山
が
そ

び
え
て
い
ま
す
。

８
月
夏
の
盛
り
に
は
多

賀
神
社
、
八
幡
神
社
の
御

祭
礼
の
八
王
子
祭
り
が
あ

り
、
18
台
の
彫
刻
山
車
が

甲
州
街
道
を
中
心
と
し
て

囃
子
の
音
で
町
中
が
鳴
り

響
く
３
日
間
の
祭
り
で
す
。

秋
の
11
月
に
は
多
摩
御

陵
の
参
道
に
沿
っ
て
植
え

た
樹
齢
１
０
０
年
を
超
え

た
７
５
０
本
の
銀
杏
の
樹

を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
い

ち
ょ
う
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
、
黄
色
く
紅
葉
し
た
銀

杏
の
樹
の
下
、
市
民
参
加

型
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
２

日
間
で
40
万
人
の
人
出
に

な
り
ま
す
。

私
達
八
王
子
市
防
衛
協

会
も
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐

屯
地
施
設
中
隊
、
航
空
自

衛
隊
横
田
基
地
の
ご
協
力

を
得
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
15
年
に
な
り
ま

す
。
防
衛
協
会
と
し
て
自

衛
隊
の
後
方
支
援
と
し
て

自
衛
隊
と
市
民
の
架
け
橋

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

会
長

森
上
秀
男

（４） 東京都防衛協会会報（７号） 平成３０年１月１日（４） 東京都防衛協会会報（７号） 平成３０年１月１日

冬がやってきました。

美味しくて、値段も手頃なかきは、家庭の

食卓にぴったりです。一度軽く茹でておくと

扱いやすく、傷む心配もありませんね。

炒める時の最後の味付け(a)は、小さいお子

さんにはコチュジャンをひかえてください。

※ コチュジャンは、韓国の唐辛子味噌のこと。

好みによっては、七味唐辛子や柚子胡椒で

変化をつけても良いでしょう。

◇材料

かき・・・２００～２５０g

卵・・・１個

オランダパプリカ（赤）・・・１/２個

酒・・・大匙１～２杯

にんにく・・・１片

しょうゆ・・・小匙２杯

(a) コチュジャン・・・小匙２杯

砂糖・・・小匙２/３杯

すりごま・・・小匙２/３杯

小麦粉

ごま油

◇作り方

① かきは塩水でふり洗いをし、ザルにあげます。

沸騰直前の煮立っていない湯で、かきを２～３回に分けて

サッと茹で、ザルにあげます。

② 卵をボールに溶き、塩を少々加えて混ぜ合わせます。

③ かきの水気を拭きとり、小麦粉を薄く付け、溶いた卵に

くぐらせて、あたためたフライパンにごま油をひいて、

ふっくらと焼き、取り出しておきます。

④ オランダパプリカはヘタと種を取り除き、２．５cm四方

位のひし形に切ります。

⑤ にんにくはみじん切りにし、(a)は混ぜ合わせます。

⑥ フライパンにごま油を取り、⑤のにんにくを炒めます。

香りが出たら④のオランダパプリカを炒め、酒を加えて

蓋をします。オランダパプリカに火が通ったら、(a)と③

の焼いたかきを加えて軽く炒め合わせ、器に盛ります。

ハーブなどを添えても良いでしょう。丼にもなります。

※ サッと茹でたかきは、ふっくらとして扱いやすく、もう一度、

卵をつけて焼くと彩りが良くなり、食べる前にしっかり味を

つけるとお酒の友にもおかずにもなります。

《江上料理学院のお問い合わせ先》

TEL 03-3269-0281 FAX 03-3269-0285
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『簡単ですてき！！』元気の出る料理『簡単ですてき！！』元気の出る料理

江上栄子先生
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八
王
子
市

八
王
子
市

かきの卵焼き 香り炒めかきの卵焼き 香り炒め

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
が
国
周
辺
で
は
今
年

も
昨
年
に
引
き
続
き
北
朝

鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
、

中
国
の
南
シ
ナ
海
や
尖
閣

諸
島
周
辺
に
お
け
る
国
際

法
を
無
視
し
た
行
動
等
厳

し
い
情
勢
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

情
勢
及
び
大
規
模
な
災
害

等
に
適
切
に
対
応
す
る
べ

く
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
本

年
３
月
末
ま
で
に
陸
上
総

隊
を
創
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
陸
上
総
隊
の
創
設
」

陸
上
総
隊
は
現
在
５
個

あ
る
方
面
隊
の
上
に
編
成

さ
れ
る
部
隊
で
す
。

防
衛
大
臣
は
統
合
幕
僚

長
を
通
し
て
各
自
衛
隊
に

命
令
・
指
示
を
出
し
ま
す

が
、
海
自
部
隊
に
つ
い
て

は
自
衛
艦
隊
司
令
官
に
、

空
自
部
隊
に
つ
い
て
は
航

空
総
隊
司
令
官
に
命
令
等

を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
海
・

空
全
部
隊
を
指
揮
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
陸
自
部
隊

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

方
面
総
監
に
命
令
・
指
示

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
陸

上
総
隊
創
設
後
は
、
陸
上

総
隊
司
令
官
に
命
令
・
指

示
す
れ
ば
陸
自
全
部
隊
を

指
揮
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま

で
は
各
方
面
隊
が
そ
れ
ぞ

れ
海
・
空
自
衛
隊
や
在
日

米
陸
軍
と
調
整
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
陸
上
総
隊
が
直
接
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
陸
上
部

隊
の
運
用
が
よ
り
迅
速
・

柔
軟
に
な
る
と
と
も
に
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
及
び
米
軍

間
の
調
整
が
容
易
に

な
り
ま
す
。

司
令
部
は
陸
上
自

衛
隊
朝
霞
駐
屯
地

（
東
京
都
）
に
設
置

さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
は
２
０
０

６
年
に
統
合
幕
僚
監

部
を
発
足
し
、
防
衛

大
臣
が
陸
海
空
部
隊

を
統
合
し
て
運
用
で

き
る
体
制
に
な
り
ま

し
た
が
、
陸
上
総
隊

の
創
設
に
よ
っ
て
統

合
運
用
の
態
勢
が
更

に
充
実
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
渡
邊
常
任
理
事
）
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。

わ
が
国
周
辺
で
は
今
年

も
昨
年
に
引
き
続
き
北
朝

鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
、

中
国
の
南
シ
ナ
海
や
尖
閣

諸
島
周
辺
に
お
け
る
国
際

法
を
無
視
し
た
行
動
等
厳

し
い
情
勢
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な

情
勢
及
び
大
規
模
な
災
害

等
に
適
切
に
対
応
す
る
べ

く
、
陸
上
自
衛
隊
は
、
本

年
３
月
末
ま
で
に
陸
上
総

隊
を
創
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
陸
上
総
隊
の
創
設
」

陸
上
総
隊
は
現
在
５
個

あ
る
方
面
隊
の
上
に
編
成

さ
れ
る
部
隊
で
す
。

防
衛
大
臣
は
統
合
幕
僚

長
を
通
し
て
各
自
衛
隊
に

命
令
・
指
示
を
出
し
ま
す

が
、
海
自
部
隊
に
つ
い
て

は
自
衛
艦
隊
司
令
官
に
、

空
自
部
隊
に
つ
い
て
は
航

空
総
隊
司
令
官
に
命
令
等

を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
海
・

空
全
部
隊
を
指
揮
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
陸
自
部
隊

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

方
面
総
監
に
命
令
・
指
示

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
陸

上
総
隊
創
設
後
は
、
陸
上

総
隊
司
令
官
に
命
令
・
指

示
す
れ
ば
陸
自
全
部
隊
を

指
揮
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
同
時
に
、
こ
れ
ま

で
は
各
方
面
隊
が
そ
れ
ぞ

れ
海
・
空
自
衛
隊
や
在
日

米
陸
軍
と
調
整
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
陸
上
総
隊
が
直
接
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
陸
上
部

隊
の
運
用
が
よ
り
迅
速
・

柔
軟
に
な
る
と
と
も
に
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
及
び
米
軍

間
の
調
整
が
容
易
に

な
り
ま
す
。

司
令
部
は
陸
上
自

衛
隊
朝
霞
駐
屯
地

（
東
京
都
）
に
設
置

さ
れ
ま
す
。

自
衛
隊
は
２
０
０

６
年
に
統
合
幕
僚
監

部
を
発
足
し
、
防
衛

大
臣
が
陸
海
空
部
隊

を
統
合
し
て
運
用
で

き
る
体
制
に
な
り
ま

し
た
が
、
陸
上
総
隊

の
創
設
に
よ
っ
て
統

合
運
用
の
態
勢
が
更

に
充
実
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
渡
邊
常
任
理
事
）

防
衛
豆
知
識

防
衛
豆
知
識

陸

自

大

改

革

へ

！

陸

自

大

改

革

へ

！

登山客で賑わう高尾山
ケーブルカー・リフト駅
登山客で賑わう高尾山
ケーブルカー・リフト駅

大正天皇陵 [多摩陵]
（たまのみささぎ）
大正天皇陵 [多摩陵]
（たまのみささぎ）

昭和天皇陵 [武蔵野陵]

（むさしののみささぎ）

昭和天皇陵 [武蔵野陵]

（むさしののみささぎ）

・１月中旬 市ヶ谷

陸海空の幕僚監部（市ヶ谷本部）若手幹

部自衛官との座談会・防衛省内職場見学

・２月上旬 武山

予備自衛官補訓練研修

・２月下旬 市ヶ谷

陸海空の幕僚監部（市ヶ谷本部）若手幹

部自衛官との座談会・防衛省内職場見学

時 期：３月１０日（土）

１４００～１６２０（予定）

場 所：新宿区文化センター

（都営大江戸線／東京メトロ副都心線

「東新宿」Ａ３口から徒歩約５分）

・１月中旬 市ヶ谷

陸海空の幕僚監部（市ヶ谷本部）若手幹

部自衛官との座談会・防衛省内職場見学
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部自衛官との座談会・防衛省内職場見学

時 期：３月１０日（土）

１４００～１６２０（予定）

場 所：新宿区文化センター

（都営大江戸線／東京メトロ副都心線

「東新宿」Ａ３口から徒歩約５分）

防衛省・自衛隊オフィスツアー防衛省・自衛隊オフィスツアー

平成29年度 入隊・入校説明会平成29年度 入隊・入校説明会

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
会
報
の
充
実
・

発
展
に
ご
支
援
・
ご
協
力

い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
昨
年
は
、
わ
が
国

の
安
全
保
障
を
考
え
る
上

で
多
く
の
憂
慮
す
べ
き
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。

北
朝
鮮
の
国
連
安
保
理

決
議
を
無
視
し
た
度
重
な

る
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の

実
験
、
中
国
の
南
シ
ナ
海

及
び
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お

け
る
傍
若
無
人
の
行
動
、

更
に
は
国
際
テ
ロ
の
蔓
延

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
も

引
き
続
い
て
大
き
な
憂
い

と
し
て
我
が
国
を
悩
ま
し

続
け
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
様
な
中
、
自
衛
隊

の
皆
様
は
多
く
の
災
害
に

的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
昼

夜
を
分
か
た
ず
国
防
の
任

務
に
ま
い
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
自
衛
隊

の
皆
様
の
ご
苦
労
に
報
い

る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
支
援
し
、
激
励
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
報
が
そ
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
、
自
衛
隊
の
皆

様
の
活
動
、
そ
れ
を
応
援

す
る
会
員
の
皆
様
の
活
動

を
大
い
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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